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泉の森は、水源地を持つ緑豊かな公園で、その流れは引地川となって、太平洋に

注いでいます。水源地ってどうなってるの？ 引地川の水ってどう集まって、どの

ように流れていくの？ 皆さん、泉の森の水にまつわる風景や施設を実際に眺め

ながら、泉の森をお散歩してみませんか？（距離・所要時間目安はp.10参照）

森のはらっぱ

泉の森の“水" と引地川についての
なんでも情報館ツアー！！！
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スタートはしらかしのいえ。ここで泉の森

の概要を知り、さあ、出発です。

① まずは”野鳥観察デッキ”

に行きましょう。ここから水源

地の”大池”が見えます。

水源地は柵に囲まれていて

全部は見えませんが、中は

どうなってるでしょう？

（p.3 参照）

② 昔は水源地に湧く水が大和市内に水道として配られて

いました。しかし、今は違います。”配水池”の上に立って

下にある巨大な水槽を想像してみましょう（p.4 参照）。

②

①

④

④ 八ツ橋デッキ奥に排水トンネルが口を開け、そこから

側溝が延びて引地川に注いでいます。この水はどこから

来るのでしょう？（p.5 参照）。

⑥

⑥ 市道を越えると釣堀”草柳園”があります。

魚供養塔に歴史が刻まれており、釣堀に

流れる地下水がもうひとつの引地川の水源。

おなかが空いたら、園内の食堂も利用でき

ますよ（p.6 参照）。

草柳園

⑤

⑤ カモや鯉が遊ぶしらかしの池。普段ゆったり

した景色を見せていますが、台風などの大雨の

ときは洪水を防ぐ調整池として大事な役割を

担っています（p.5 参照）。

⑦

⑦ 子供達が遊び、家族や仲間同士でバーベキュー

をしたり・・・ふれあい広場がゆったりしているのは、

さらさら流れる水辺があるからでしょう。

昔このあたりはコンクリート護岸で覆われた真っ直ぐ

な川だったとは！(p.7 参照）。

（おまけ）

泉の森に源流を発する引地川は、大和市・藤沢市を

通り、相模湾まで２１．３ｋｍを流れ下っていきます。

昔はどぶ川だったのですが、下水道・治水整備と多くの

ボランティアの皆さんの努力でかなり綺麗な川になって

おり、川沿いには遊歩道も整備されています。

この川をカヌーで下った話を紹介します（p.8, 9 参照）。

⑧ 三分一と親水広場・・・ここが終点です。

水は流れているでしょうか？(p.6 参照）。
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途中に引地川水源地の

碑があります。
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③

③ 小川の横に水車小屋があり、その隣

に小さな田んぼがあります。水車小屋の

中はどうなっているのかしら？（p.4 参照）
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特報！水源地に入ってみました！
２０１１年４月16日（土）県・企業

庁の許可を得て、永年の念願だった

水源地観察会に参加しました。

参加者は総勢 27 名、自然観察センター

職員：秋山さんの案内で、午前 10 時から

午後３時まで水源地内を散策。

観察だけでは知り得ない水源地の資料については、県・企業庁寒川浄水場の

ご協力による情報も併せてご紹介します。

〔水源地の規模〕

１．昭和 63 年から平成元年の２年間で、遊水池（○S 小池、○B 大池、○H 池）周

辺約 2.5haを整備しフェンス（左図参照）を設置した。

２．池の湧水は、地表より約 1mの深さから湧き出るが、水量の増減があり

水位の変化と引地川流水量も含めて定量維持の目的から、内径 5m、深さ

5.6mの井戸を掘って給水ポンプを設置し、池の水位を検知する電気室を

設けて、自動制御している。

３．○H 池の先端三角水槽部◇ア と小池◇イ に循環水放流口を設けて、自動的に
水量調整を行っている。

（１）○H 池の面積は約 471㎡、有効貯水量は約 330㎥

（２）○B 大池の面積は約 2,240㎡、有効貯水量は約 1,568㎥

（３）○S 小池の面積は約 629㎡、有効貯水量は約 447㎥

〔水源地の主な観察記録〕

１、水源地フェンス内の○H 池中腹部分で、◎T1 印の地点に直径約 0.73mの

エノキ１本を確認。さらに○S 小池に近い◎T2 地点に直径約 1mのケヤキ

１本を確認した。

２．○B 大池には、鯉が群れ泳ぎ、カワセミを１羽確認。この時水温は17℃を

測定確認。

３．○H 池では、メダカやアメンボが見られた。

４．野草類も多く見られ、タチツボスミレの群生などが印象的であった。

５．江戸時代上草柳村などの歴史資料などから知ることが出来る、水源地の

ほぼ中央位置に“亀甲山（かめのこやま）”と云う山が当時のマップ上に

記載されている。

◇寒川浄水場浄水課の、鈴木さん、松本さんご協力有難うございました。

＜高橋 昭安＞

チェックポイント①： 野鳥観察デッキから水源地の大池を臨む！

この記事は、なんでも情報館Ｎｏ．３（２０１１年８月発行）に

掲載されたものです。 p.３



チェックポイント②：配水池の上に立って
２万トンの水を想像する。

この記事は、なんでも情報館Ｎｏ．６（２０１２年６月発行）に
掲載されたものです。

p.４

チェックポイント③：水車小屋と田んぼを眺め、
中の構造・役割を知る。

この記事は、なんでも情報館Ｎｏ．９（２０１３年４月発行）に
掲載されたものです。



チェックポイント④：八橋デッキ奥の側溝を眺め、
水がどこから来るか考える。

この記事は、なんでも情報館Ｎｏ．８（２０１２年１２月発行）
に掲載されたものです。

チェックポイント⑤：しらかしの池の役割を知る。

この記事は、なんでも情報館Ｎｏ．８（２０１２年１２月発行）
に掲載されたものです。 p.５



チェックポイント⑥：草柳園を訪ねてみる。

この記事は、なんでも情報館Ｎｏ．８（２０１２年１２月発行）
に掲載されたものです。 p.６

チェックポイント⑧：三分一を経て親水公園に到る。

この記事は、なんでも情報館Ｎｏ．１３（２０１４年３月発行）
に掲載されたものです。



。

この記事は、なんでも情報館Ｎｏ．５（２０１２年３月発行）に
掲載されたものです。

チェックポイント⑦：ふれあい広場の成り立ちを知る。

p.７



おまけ： 引地川が泉の森から相模湾までどのように流れているでしょうか？

この記事は、なんでも情報館Ｎｏ．１０（２０１３年８月発行）に掲載されたものです。 p.８



この記事は、なんでも情報館Ｎｏ．１２（２０１４年１月発行）に掲載されたものです。 p.９



p.１０

チェックポイント間の距離と所要時間の目安

距離（ｍ） 所要時間（分）

普通に歩く 廻りを見ながら

のんびり歩く

しらかしのいえ→①野鳥観察デッキ 350 6 10

① → ②配水池 400 7 15

② → ③水車小屋 700 11 20

③ → ④排水トンネル 100 2 5

④ → ⑤しらかしの池 200 4 5

⑤ → ⑥草柳園 200 4 5

⑥ → ⑦ふれあい広場 650 10 20

⑦ → ⑧親水広場 300 6 10

（合計） 2900 50 90

⑧ → 大和駅 900 15

⑧ → 相模大塚駅 1200 20

② → 鶴間駅 1450 25

⑧ → 引地川河口 （２０ｋｍ） （２～３日）

メモ


